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研究開始日 2026年3月12日
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研究目的 国際総合競技大会に参加する日本のエリートアスリートにおいて、外傷・障害・疾病の頻度
および分布を明らかにし、その原因や関連因子に係る基礎的データの作成を目的とする。

研究対象者 オリンピック、パラリンピックを含む国際総合競技大会に出場するすべての選手

研究概要

国際総合競技大会の医務業務で取得される情報のうち、個人情報を削除し研究用に抽
出する。研究グループは各大会における外傷・障害・疾病の情報を整理、分析し、どういった
怪我や病気がどういった選手に起こりやすいのかを明らかにする。この研究で得られたデータを
基に、今後の大会における医療体制の準備を行うことでエビデンスに基づいた医療の提供に
つなげ、選手が安心して大会に臨める環境づくりに寄与する。

研究に用いる情報の種類

<共通> 報告日、入力者職種、競技名・種目名、報告内容（新規報告なし、外傷・障
害、疾病、メンタルヘルス障害のいずれか） <外傷・障害> 初診・再診、障害区分（パラ
アスリート）、年齢、性別、発症日、診断名、受傷タイミング、発生様式、新規・再発・増
悪、受傷機転、部位、タイプ、時間的損失、処置、処方、ポリクリニック受診有無、リハビリ
テーション依頼有無、備考 <疾病> 初診・再診、障害区分（パラアスリート）、年齢、性
別、発症日、診断名、臓器システム、病因、新規・再発・増悪、時間的損失、処置、処
方、ポリクリニック受診有無、備考 <メンタルヘルス障害> 初診・再診、障害区分（パラア
スリート）、年齢、性別、発症日、診断名、主なメンタルヘルス障害の症状、要因、新規・
再発・増悪、時間的損失、処置・処方、ポリクリニック受診有無、備考

研究の資金源 スポーツ医・科学研究事業

研究に係る利益相反及び
個人の収益 本研究に係る利益相反や個人の収益はありません。

研究責任者 福嶋一剛/スポーツ医学研究部門

共同研究者

中嶋耕平（スポーツ医学研究部門）、半谷美夏（スポーツ医学研究部門）、西田雄亮
（スポーツ医学研究部門）、後藤和海（スポーツ医学研究部門）、宇佐美真太郎（ス
ポーツ医学研究部門）、蒲原一之（スポーツ医学研究部門）、友利杏奈（スポーツ医
学研究部門）、能瀬さやか（スポーツ医学研究部門）、三ツ山晃弘（スポーツ医学研
究部門）、笹代純平（スポーツ医学研究部門）、土肥美智子（立教大学）、中田由
夫（筑波大学）

問合せ先 福嶋一剛・スポーツ医学研究部門・03-5963-0211・
kazutaka.fukushima@jpnsport.go.jp
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